
東京オリンピック・パラリンピック競技大会

組織委員会の川部と申します。よろしくお願いし

ます。これまでは、専門の先生の前でお話しする

機会があまりなかったんですけれども、東洋大学

で学生向けに国際スポーツの仕事の話などをさせ

ていただくことがあって、それがきっかけで、今

回機会をいただきました。きょうは、どうぞよろ

しくお願いします。

　現在の肩書ときょうのトピックが、だいぶかけ

離れておりますので、まず、自己紹介をして、一

体どういうことでこのお話をこれから申し上げる

のかということを、ちょっとカバーしたいと思い

ます。

　まず、先ほど申し上げましたように、今、

2020 の組織委員会で、NOC・NPC サービス部

という部署にいます。これが、組織委員会の全部

署のリストになります。これだけの部署があって、

私がいるのはここなんですけれども、NOC、

NPC が何かを、皆さんはご存じですか。

鈴木直文：今変換しました。ナショナル・オリン

ピック・コミッティーと、ナショナル・パラリン

ピック・コミッティーですね。

ありがとうございます。ナショナル・オリン

ピック・コミッティー、ナショナル・パラリンピッ

ク・コミッティーへのサービスということで、各

国、各地域の選手団に対する、組織委員会からの

コミュニケーション窓口を担当する部署になりま

す。

　これだけの多くの部署があって、それぞれが計

画を立てているんですけれども、オリンピックが、

現状ですと 204 の国と地域、パラリンピックが

182 の国と地域がやってきますので、連絡窓口を

1 カ所に集めましょうということで、それを担当

しているのが、私の所属する部署になります。

　私は主に、パラリンピックのヨーロッパ大陸の

国と地域とのやりとりを担当しているんです。ス

ポーツのイベントではあるんですけれども、とて

もスポーツ畑の人だけでは成し得ない大会でし
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て、宿泊であったり、出入国になってくるとビザ、

外務省の方のお話であったりとか、空港でどうい

うオペレーションをするかとか、それぞれの専門

の方が集まって行われているものなんです。競技

運営回りの仕事は、私はこれが実は初めてでして、

この前までは、スポーツ政策ですとか、競技力向

上に関わる分野で仕事をしていました。

　先ほどちょっとお話し差し上げた方もいらっ

しゃいますけれども、日本スポーツ振興センター

で、足掛け 9 年ほど仕事をしておりまして、そ

の間に 1 回退職をして、イギリスのラフバラ大

学に在籍をしておりました。その時の経験も踏ま

えつつ、きょうお話しさせていただく調査を実施

した形になります。

　だいぶ昔になってしまいますけれども、実は私

はアメリカの大学に行っていて、残念ながら日本

の大学に通ったことがないんです。なので、きょ

うはあまり比較という観点ではお話が差し上げら

れないんですけれども、イギリスの大学スポーツ

の仕組みと、その実態についてお話しをしたいと

いうふうに思っています。

調査の背景

　最初に、ちょっと恐縮ながら申し上げておきた

いのは、今回お伝えするデータが、かなり古いと

いうことです。前職でおこなった調査なのですけ

れども、実施年度は 2016 年、17 年の話になり

ます。今の時代、数年たつと、文字どおり時代も

変わってしまいましたので、ちょっとデータ自体

は古いかもしれないんですけれども、ご了承くだ

さい。きょうお話しするデータは、全て調査主体

であった JSC に帰属しますので、その旨をご承

知おきいただければと思います。

　この調査を行った当時は、内閣から「日本再興

戦略 2016」というのが出た時で、その中で、スポー

ツの成長産業化がうたわれていました。その方針

が示されたことで、スポーツ庁が中心になって、

当時は仮称でしたけれども、日本版 NCAA を作

ろう、大学スポーツをビジネス化して振興してい

こうじゃないかという話が、ちょうど持ち上がっ

た時期だったんです。

　大学スポーツの振興に関する検討会議というの

が、ちょうど設置されたタイミングでしたので、

目的としては、ここに知見を提供することを目掛

けて、イギリスで文献調査およびインタビューを

おこなっていたというものになります。

　きょうは、イギリス大学スポーツの統括組織で

ある BUCS という組織について、概要と、柱と

なっている 2 つの事業、スポーツプログラムと

人材育成プログラムについてお話しをして、それ

からそのプログラムを踏まえて、イギリスで大学

がどのようにスポーツを運営しているのかという

一例として、ラフバラ大学のお話をしたいと思っ

ています。

BUCSの概要

　早速、BUCS とは何かという話を差し上げま

す。ちなみに BUCS のことを聞かれたことがあ

る方とか、実はもう知っているんだけれども、と

いう方はいらっしゃいますか。ブリティッシュ・

ユニバーシティーズ・アンド・カレッジズ・スポー

ツ・（British Universities & Colleges Sport）と

いう団体の略称で、BUCS というふうに呼ばれ

ています。大学および専門学校を含めた高等教育

機関の全てを対象としている組織です。

　BUSA（British Universities Sports Associa-
tion）と呼ばれていた大学スポーツの運営組織と、

USC（University College Sport）と呼ばれてい

た大学スポーツを運営するスタッフのネットワー

ク、2 つに分かれていたんですけれども、それを

統合して、BUCS と呼びましょうとなったのが

2008 年です。ですので、調査した当時は、およ

そ 8 年、9 年ぐらいたったタイミングになります。

　BUCS は、国全体の大学のスポーツを統括し

ているという意味では、アメリカの NCAA（Na-
tional Collegiate Athletic Association）に似てい

る立場のものではあるんですけれども、非営利の

団体です。観戦チケットの販売とか、いわゆる
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NCAA がやっていて、日本がやろうと思ってい

たことは、BUCS は全く行っていませんでした。

チャリティー団体になりますので、収益は基本的

には上げないというスタンスであって、公共の利

益を目的にしている団体です。会員制の団体なの

で、収益のおおよその基は会員費になっています。

　BUCS の目的は、スポーツを通じた高等教育

機関における、学生生活の質の向上ということで、

競技参加の機会だけでなくて、それを運営する大

学スタッフや、スポーツ自体の競技性の向上を含

めて、大学に通っている大学生が、より良い生活

を送れるようにしていきましょうということを目

指していました。

　先ほど申し上げたように、日本が大学スポーツ

を産業化しようという話をしているところに、こ

の結果を持って行くには、ちょっと方向性が違い

過ぎたので、どこにも行かなかったというような

調査になります。なので、ここで日の目を見られ

て、非常に光栄です。

　まず、BUCS がどういう体制で事業をおこなっ

ているか表した図になります。
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先ほど申し上げましたように、会員制の組織

ですので、まず BUCS の加盟大学があります。

ここから役員、ボードメンバーになる人たちを選

んで、この人たちが指名する CEO が 1 名、これ

の下にフルタイムのスタッフがいる組織です。

　これを調べた当時は、CEO を含めてフルタイ

ムスタッフが 34 人いたので、全国を見ていると、

比較的小規模なのかなとは思うんですけれども、

そのような体制でありました。当時役員会の会長

さんは、アバディーン大学のサー・イアン・ダイ

アモンドという統計学の先生で、領域にかかわら

ず大学を取りまとめる、ユニバーシティー UK
の政策ネットワークという会長も務めている人な

ので、スポーツに特化した先生ではないんですけ

れども、大学というもののネットワークを、非常

に詳しく知ってらっしゃる方なのではないかとい

う推察がされます。

　その下に指名されていた CEO の方は、調査を

行った当時は着任されたばかりだったんですけれ

ども、前職で、ニューキャッスル大学と、コベン

トリー大学で、学生向けのスポーツとか、レクリ

エーションのプログラムを企画して運営するとい

う部署のディレクターを務められていました。現

場をよく知っている方が CEO として着任された

という形です。

　加盟大学に対して、BUCS は大きく 3 つのサー

ビスを提供しています。BUCS の体制の図をご

覧下さい。一番最初がスポーツプログラム、大学

間の競技大会の運営を提供したり、次に人材育成

プログラムとして、スポーツを通じて人材を育成

していこうということ。最後にイギリスでは、ヨー

ロッパでの大学スポーツ競技会ですとか、ユニ

バーシアードへの派遣を BUCS が行うという形

になっているので、それを時期に応じておこなう

というセクションがあるんです。

　これら 3 つを行うために、データベースの構

築をするチームが 1 つあり、それから、対外的

に第三者と提携をして、大学スポーツのマーケ

ティングやプロモーションをおこなっていく企画

のチームが 1 つ、それらを行う運営事務のチー

ムが 1 つという形をしています。

　先述の BUCS 2015/16 年度 収支内訳概要のグ

ラフを見ていただければと思います。先ほど申し

上げましたように、原則的には会費と、競技への

エントリーが財源になっていて、分かりやすく競

技会の運営費と人件費に割り当てられているとい

う形です。放映権ですとか、観戦チケットという

NCAA のおおよその財源は、BUCS には全くあ

りません。

　BUCS の CEO にインタビューをする機会が

あったんですけれども、そこで「観戦チケットを

売るとかいう話は全然ないの」という話を聞いた

ところ、競技パフォーマンスは、観戦料を徴収す

るレベルはないので、そういう発想は全くありま

せん、ということでした。ただ、今どき簡単にウェ

ブでネット配信ができるんですけれども、選手の

友人やご家族に見せるためのシステムは作っても

いいかなというふうに思っているけれども、お金

も、というのは、ちょっと現実的ではないかなと

いう話がありました。では、BUCS の会員の仕

組みと、主軸となっているスポーツプログラムと

人材育成の事業について、個別に見ていきます。

BUCSの事業詳細① スポーツプログラム

BUCS の会員なんですけれども、2 つに分か

れていて、正会員と準会員というのがあります。

フルメンバーシップの正会員は、役員を選ぶ投票

権というのがあって、先ほど組織図で見たサービ

スを全て受けることができます。正会員の会費は、

大学の学生数と、学生が今年参加したい競技種目

数に基づいて算出されるので、毎年変化する可能

性があります。それから、大学によっても当然違

います。

　一方で、準会員というのがちょっと特殊で、ロ

ンドン内に住所を持つ大学にのみつくられたリー

グ（ロンドン・ユニバーシティーズ・スポーツ・

リーグズ）に参加するための仕組みになっていま

す。ここに参加するのは、競技数がかなり限られ

ていて、場所もロンドン市内で行われるので、自
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分たちで、そういう体育館を持っていない大学を

まとめて、ここを借りたので、一斉にみんなで来

て、いっぱいやって一回解散、次に、またこの日、

というような、ちょっと正会員が入っている仕組

みとは、少し別になったリーグがあるんですけれ

ども、そこにだけ参加をするという形になります。

　これは固定で、参加費が決まっています。

2016 年に調べた時点では、加盟は全部で、正会

員と準会員を合わせて 171 だったんですけれど

も、その中の大半が正会員になります。恐らく先

生で研究されていらっしゃる方もいらっしゃると

思うので、もし解釈が違ったらご教授いただきた

いんですけれども、イギリス全土（イングランド、

スコットランド、ウェールズ、北アイルランドを

含む）で、高等教育機関として認可されている機

関は幾つか種類があります。その中で、学位の授

与が認められている機関、いわゆる大学というの

はリコグナイズドボディーといわれています。一

方、例えば専門学校のようなところなんだけれど

も、将来大学に行きたくなったときに互換ができ

る、大学レベルのクラスを幾つか教えている、で

も学位は授与できないという機関は、リスティド

ボディーというふうに呼んでいます。リスティド

ボディーは、全国で600以上あるんですけれども、

リコグナイズドボディー、いわゆる大学は、当時

162 あって、そのうちの 140 が正会員に入って

いましたので、実におよそ 9 割の大学が参加し

ていたということになります。残りはリスティド

ボディーから参加しているという、すごく少数の

専門学校になります。

　これらの大学が参加しているスポーツプログラ

ムと、人材育成プログラムを見ていきたいと思い

ます。最初に、スポーツプログラムについてです。

先ほど、競技レベルがそこまでのレベルじゃない

ので、チケットは売らないという話がありました

けれども、そもそもイギリスのスポーツ界で、

BUCS がやっているのはどのレベルなのかとい

う話をしたいと思います。

パフォーマンススポーツなんかだと、こうい

う三角がよく出てくるんですけれど、一番上が、

いわゆるチーム GB という、オリンピックに出る

ような、国代表の選手。その下が年代別の国代表、

アンダー幾つみたいなもので、インターナショナ

ルレベルのパフォーマンスレベル。さらに下に、

国内で地域を代表して戦うようなレベルの選手が

いたとすると、BUCS がやっているのは、AU ス

ポーツチームズと書かれている部分になります。

　日本とちょっと違うのは、この上の 3 つのレ

ベルに、スポーツレベルでは入っているんだけれ

ども、年代的には大学生だというような場合が考

えられます。大学に所属しているエリートアス

リートは、日本ですと、部活の先生がナショナル

コーチであって、大学自体で強化をするとか、い

ろいろと政治的に難しい状況になることもあるん
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ですけれども、イギリスの場合は、すごくきっぱ

りとしています。大学はあくまでも学業をするた

めの在学場所であって、アスリートの強化とか育

成の活動は、UK スポーツや競技団体という管轄

の下で行われているので、BUCS が行っている

大学スポーツは、競技力向上には関与はしていな

いんです。あくまでも競技機会をつくっていきま

しょうということに、非常に特化しています。

　BUCS に参加するためには、部活である必要

があるんですけれども、大学がその存在を公認し

ているという意味では、日本でいうところの体育

会にあたるんだと思います。でも競技レベルは競

技によって結構さまざまで、例えばラグビーだっ

たりサッカーだったり、イギリスが強そう、よく

やる機会がありそうというものは、競技性が高く

て、大学に入ったときにトライアルをやって、1
軍とか、何軍にも入れなかった、残念でした、み

たいな子がいたりすることもあります。一方、例

えば野球とか柔道なんかで、そういうことに今ま

で触れてこなかった、でもせっかく大学生になっ

て、新しいことができるから、ちょっとやってみ

たいから入ってみる、みたいな感じで入ってくる

人もいます。それが全て BUCS でカバーされる

ということになります。なので、ものによっては

日本の部活である場合もありますし、ものによっ

てはサークルと、ちょっと質が似ているというの

も、全て含まれています。

　ですので、このような状況の中で、大学生が自

力で実力の伯仲する相手を探し出して、継続的に

試合を組むということは、非常に難しい可能性が

あります。ここで BUCS が威力を発揮して、各

チームの対戦成績を統括的に記録して、実力把握

をおこなった上で、この大学の 2 軍とこの大学

の 5 軍が同じぐらいだから、同じリーグにして

あげようというように、取り仕切ったりできる。

その意味で、BUCS がいっているスポーツ参加

の機会を創出しようとか、健康的な競争をするこ

とでスポーツの面白さを維持して、スポーツ参加

の機会を継続的に創出しようじゃないかという形

になっています。

　BUCS の大会フォーマット、BUCS がそれを

どう実施しているかという話になるんですけれど

も、まず、そもそも BUCS に誰が出られるのか

という話です。イギリスは基本的に推薦入学とか

がないので、皆さん、どれだけ素晴らしいエリー

トアスリートでも、基本的にはその大学の学科の

入学基準を満たしていないと入れないという事実

があります。それがまず、出場規定の 1 つ。

　その次に、大学とか学校によって数は違うで

しょうけれども、その学科で正規学生と認められ

る単位数を履修していてください、という 2 点

です。なので、成績についての問題は、全くあり

ません。これらを満たしている学生が参加できて、

171 の大学間、その競技の中で優勝を決めたりと

いうことも当然あるんですけれども、年間を通し

て、大学単位で試合ごとにポイントを獲得して

いって、最終的に年間総合の優勝を競うというの

が、1 年間のフォーマットになっています。

　BUCS が扱っているのが、実に 52 競技ありま

して、陸上だったりサッカーだったり、バドミン

トンだったり、みんながやっているようなものか

ら、最近東京オリンピックの競技になりましたク

ライミングだったり、馬術。それからオリエンテー

リングとか、あまりスポーツといわれてぱっと思

いつかないようなものですとか、車いすバスケな

どのいわゆる障害者スポーツ、パラの競技も 5 ～

6 個あって、陸上、水泳、バスケ、テニス、あと

幾つかあったと思います。これを調べた当時は、

年間で合計 10 万人の登録があって、BUCS の提

供するスポーツプログラムに参加をしました。

　先ほど、イギリスに何年か滞在された先生たち

がいらっしゃるというふうに伺いましたけれど

も、水曜日の午後はお休みじゃありませんでした

か。イギリスの大学は、水曜日の午後に授業がな

いんです。どうやら伝統的なもののようで、水曜

の午後に、課外活動をぜひやりましょうというこ

とで、おおよその大学がもう水曜日の午後には授

業をやりません、というのが記載されているらし

い。実際ラフバラ大学とかはそうだったんですけ

れども、必ずしもスポーツをやらなくてもいいん
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です。いいんですけれども、授業は少なくともな

いことが決まっているので、これを BUCS ウエ

ンズデーというふうに呼んで、水曜日の午後に

リーグを行うことが、年間を通してありました。

なので、BUCS にとっては都合の良いことに、

わざわざ大学の授業をどうこうしてくれと交渉を

する必要は、あんまりない。

　団体競技は、大体、この水曜日に行われます。

リーグ戦の場合は総当たり戦になるので、リーグ

をつくってその中で、6 校とか 5 校とかが、総当

たり戦をします。それが大体水曜日の午後に行わ

れるんですけれども、個人競技の場合は、BUCS
ウエンズデーにやるときもありますし、週末に行

う、トーナメント制のものであったりとかですと、

週末に朝から晩までやって、夜に優勝者が決まる

というような形で行うこともあります。なので、

競技と競技レベルによって少し違うものもありま

すが、基本的には水曜日の午後といったら BUCS
という感じのしつらえになっています。

　同じようなレベルのチームと対戦をさせてあげ

るために、BUCS がデータを取ってリーグを組ん

であげるという話を先ほどしましたけれども、イ

メージとしては、J リーグとちょっと似ています。

これは、男子のバスケのリーグ表を、ちょっ

と貸してもらったものなんですけれども、これが

一番競技レベルの高いプレミアリーグ、その下に、

ティア 1、ティア 2、ティア 3、下はティア 5 ぐ

らいまであったと思います。さらに、イギリス全

体で地域ごとに分かれていて、イギリス北部のプ

レミアリーグ、イギリス南部のプレミアリーグで、

これの下に、スコットランド、北アイルランド、

イングランド中部があって、西イングランド、南

イングランドとなっています。ここで 1 年間戦っ

て、強かったところが繰り上がったりとか、繰り

下がったりとかいうような感じで入れ替わってい

て、さらにこのティア 2 からティア 1 に繰り上

がっていくこともあれば、ティア 3 から 2 に上

がってくることもあります。年間を通してどう

だったかということで、昇格と降格があるという

ような形になります。

　当然、学生スポーツですから、卒業してしまう

子もいれば、入って来る子もいますので、戦力が

大きく変わることについては、事前に何らかの形

で申告があります。去年はこいつがいたから強

かったんだけれども、あいつがいなくなっちゃう

から、ティア 1 に上がっちゃうのはちょっとつ
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らいかもしれない、みたいなことは、申告があれ

ば、BUCS のほうで考慮して、調整をすること

ができると聞いています。

　組織図で、データベースの構築にも、少し触れ

ましたけれども、これらの全試合の結果、これは

男子バスケのごく一部で、これだけの数があって、

しかも、この表の中に、3 チームを持っている大

学とかが幾つかあるんです。ラフバラ大学とかも、

ラフバラ 3 までがここにいて、多分ラフバラ 5
ぐらいがティア 5 の中にいるんだと思うんです

けれども、そういう大学もあれば、ティア 5 に 1
チームだけがいるというような大学も当然ありま

す。この膨大なデータを管理して追いかけていっ

て、統合していくデータベースを作っているのが、

BUCS のシステム構築のチームになります。

　これらをどういうスケジュール感でやっている

かというのを示したのが、この図になります。

分かりやすく、年度が終わったところから始

めたいと思います。夏休みが始まります。夏休み

の間に、来年どうするかという登録の手続きを済

ませるという作業があります。登録の手続きが終

わりましたら、BUCS のほうで、それを基にリー

グや試合を組んで、1 年間を通して全ての競技を

ここで発表します。次に大学がそれを見て、この

タイミングは駄目だとか、大学の体育館は空いて

いないということが分かっていれば、既に組まれ

ている相手と協議をして、相互で確認が取れれば、

BUCS にこういうふうに変えたい、と連絡でき

ます。

BUCS のほうは、スケジュールが変わったの

であれば、確認をすれば済む話なので、そのあた

りはかなりフレキシブルにやっているという話は

ありました。それに基づいて会場を手配したりと

か、試験などで日程をずらしたりする必要があれ

ば、この間に行って、最終的にそれでいきましょ

うと大まかに決まったら、登録料をここで支払い

ます。

　そして、年度が開始します。そうすると、シー

ズンが始まり、決まっていたカレンダーに基づい

て、プレミアリーグは、先ほど見たように数が少

ないので、最初に終わります。その次がティア 1、
ティア 2 というふうに、どんどん終わっていって、

最後にプレーオフ、最終的な決勝戦が各競技で行

われていって、シーズン終了、大学も一緒に終わ

ります。で、また最初に戻るというような形になっ

ています。

　例えば試合後に、あいつがずるをしたとか、あ

の審判に納得がいかない、みたいなことがあれば、

それは BUCS に報告をして、かくかくしかじか

というような話をしますし、ホームゲームでは、

基本的には審判とかオフィシャルは、ホーム側が

手配をするということになっているんですけれど
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も、自分たちのリソースで、準備できないという

ことがあれば、競技団体に連絡をして、誰かちょっ

と手伝ってくれないか、と BUCS を通じて相談

することができます。

これがスポーツプログラムの一連の流れでし

た。これに関連しつつ、BUCS のもう一つの、

特に NCAA は、ここまで注力をしていないんじゃ

ないかというふうに思われるのが、人材育成のプ

ログラムの部分です。

BUCSの事業詳細②　人材育成プログラム

　ちょっと話がいったんそれるんですけれども、

イギリスの高校生が大学を選ぶとなったときに、

見るのは、当然学術レベルがどうとか、どの大学

がいいとかいうのは、日本と非常に似ているんで

すけれども、スチューデントサティスファクショ

ンというファクターが非常に強くて、大学を卒業

するタイミングで、卒業する学生が、自分は大学

生活に満足したのかどうかみたいなことを調査す

る、結構有名な調査が 2 つほどあるんです。

　そのスチューデントサティスファクションを気

にする傾向が強くて、スチューデントサティス

ファクションで何位でしたということを、大学は

大々的に、それこそウェブサイトの最初のページ

に載せたりしています。

　そのスチューデントサティスファクションが、

大学の授業に満足したというだけではなくて、

オーバーオールで見ていくので、例えば寮生活が

楽しかったとか、大学のロケーションで、自分は

楽しく生活ができたのだというようなことも、全

てひっくるめておこなわれるわけなので、大学の

授業をどれだけ頑張っても、他の部分で底上げが

できなければ、そこは包括的にいい点にならない

というような部分があって。

　そういう意味で、スチューデントエクスペリエ

ンスというアカデミックの部分だけではなくて、

大学生が、大学に所属している間に生活をして経

験をしていくもの全てにおいて、できる限りの

サービスを提供していきましょうという風潮が、

比較的強いと思っているんです。

　次に、今後のスポーツと人材育成プログラムに

続いていくんですけれども、イギリスの大学は、

1997 年までは無償、タダだったんです。という

ことは、今大学に通っている学生さんたちは、ご

両親は大学のお金を払わなくてよかった世代。現

在は、大学にもよるんですけれども、多分、大体

1 年間に 130 万円ぐらいの授業料を徴収されてい

るんです。

　これに対して、イギリスはアメリカと似ていて、

親が払ってくれるという仕組みはあまり彼らには

ないので、自分で払うという観点から、自分はこ

こに入ったら、将来的に幾ら稼いで、いつこのロー

ンを解消できるんだろうという、仕事につながる

観点が、非常にシビアにあると思っています。

　それはイギリス全体で、多分、風潮としてあっ

て、特にこんなことまで調べるんだと思ったのは、

2017 年にイギリスの教育省が、業界別に、卒業

後 5 年間で、どこの大学の何学部を出た人はこ

れだけお金を稼ぎましたというランキングを出し

たんです。

　それが、オフィシャルスタティスティックス

（Official Statistics: Employment and earnings 
of higher education graduates）というデータな

んですけれども、LEO（Longitudinal Educa-
tion Outcomes）と呼ばれるデータを使った、エ

デュケーションアウトカムを追いかけるというよ

うな方法を使っていて、どこの大学を出た誰々が、

この業界に勤めたら、結果的に 5 年間でお給料

は幾らでしたというのを、ずっと追いかけていた

ようなんです。政府からその発表が出るほど、み

んなが重要なものだと思っているんだというの

が、私にとってはちょっと衝撃だったんですけれ

ども。

　大学に行って学位をもらうというのは、誰も彼

もがやることなので、それ以外のところで、自分

は、じゃあどういうふうに、この経験を売れるん

だろうという観点が、学生も、それを提供する側

にも、観点として非常に強い部分があるのかなと

いうふうに思います。
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　これが、BUCS にどういうふうに関連してく

るかという話なんですけれども、シェフィールド

ハラム大学に、スポーツ・インダストリー・リサー

チ・センターというのがあって、ここが、行動の

価値とか経験の価値を数字に表すことについて、

非常によく研究されている。例えば、ボランティ

アをやるのは一体幾らなのかというような研究を

されていたりするんですけれども、そこのチーム

と BUCS が共同調査を行って、スポーツに関わっ

た学生さんたちが、エンプロイアビリティー、就

職ができるかどうかということについて、どれぐ

らい価値があるのかというのを研究したんです。

　BUCS としては、大学側にスポーツをやると、

これだけエンプロイアビリティーが上がるんだと

いうことを数字で見せて、だからもっと一緒に

やっていきましょう、と見せることができる取り

組みをおこなっていたことになります。

　そういうことを、具体的に BUCS はどうやっ

ているかといいますと、BUCS ウエンズデーと

いうのは、先ほど申し上げたように、水曜日の午

後に定期的にやっているので、プログラム化しや

すいんです。ポジションを 1 つつくって、あな

たの役割はこれです、1 年間、これでずっとやっ

ていきましょうと仕組み化しやすい、トレーニン

グもしやすいし、人を成長させる、非常に使いや

すいプラットフォームです。大学に幾つかお話し

は聞きましたけれども、むしろそうやっていかな

いと回らないというような現状があります。

　そうでないところには、BUCS 側からサポー

トとして、こういうふうにしたらどうですかとか、

ここの部分ができないのであれば、じゃあ、そこ

は BUCS が受け取りましょうか、というような

相談をすることもできるということでした。

　大学によって、BUCS にどれぐらい、スポー

ツというものに対して、どれぐらい価値を見出し

て使っていくか、例えばキングス・カレッジ・ロ

ンドンみたいな、スポーツ以外で学生を呼べるよ

うな大学というのは、そこまで頑張ってスポーツ

をやる必要はないんです。それでも、BUCS ウ

エンズデーを運営する子たちには、ボランティア

という名前ではなくて、例えばスポーツコーディ

ネーターであったりとか、コーチアシスタントと

かいうポジションの名前を付けることで、彼らが、

就職するときに履歴書に書ける。責任を持って自

分が行った職務であって、有償だったか無償だっ

たかであるかは、正直、あまり重要なことではな

くて、こういう役職をやりました。それは、大学

の学位をもらう以外に、自分が大学に認められて

いるポジションだったんですと表現できる、その

場を生み出すことができるというのは、非常に大

事なことだと思うとお話されていました。

　先ほど申し上げた背景があるので、学生側から

も、役職と責任を持って実務の経験を得ることに

対する需要が非常に高いので、例えそれが無償で

あっても、ポジションが埋まらないで非常に困っ

ているという話は、基本的にはない、何かポジショ

ンがあったら、もちろんやりたくないような子も

中には当然いますけれども、そこが埋まらなくて、

この仕事が進まないというのは、めったに聞かな

いというお話でした。なので、こういうふうにし

つらえてあるので、学生の皆さん、ぜひこれをや

ろう、君たちはこれを将来に生かせるし、僕たち

もこの職が埋まってくれるのが必要だ、というの

がうまくかみ合っているという形です。

　それから BUCS が提供してあげている機会と

しては、競技団体との連携の幾つか事例があるん

ですけれども、例えば、バレーボールはイギリス

ではそこまで競技人口の多い競技ではないんで

す。なので、バレーボールの競技団体が競技人口

を増やすという活動をしなくてはならない。それ

をおこなうのに、体験競技会みたいなのを行うん

ですけれども、それを大学でやろうと思うという

話をしたときに、例えば、BUCS を通じて、

BUCS に参加しているバレーボールのチームの

子たちに相談をして、あなたたちの大学でバレー

ボールの体験会をやりたいんだけれども、誰か、

この企画をリードしてくれないかと言って、その

子を競技団体と、必ずしもインターンとは限らな

いですけれども、ポジション名をこの子に授ける。

そして、その子が企画をした競技団体のイベント
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に行って、大学生を相手に一緒にやるというコラ

ボレーションの仕方があります。

　幾つかの事例では、あまりにも、その役職を与

えられた子が良かったので、そのまま就職をして

しまったとか、もしくは、必ずしも雇ってあげら

れるだけの財力がなくても、その役職は、恒常的

なものにして、彼が卒業したら、次の年も誰かを

必ず指名して、君はその子を育てるんだよ、みた

いな感じで、競技団体は必ずしもそれに 100 パー

セントを注がなくても、大学生が、自分たちがど

ういうふうに資質を向上できるのかという観点

で、いい機会だと彼らが捉えて成長をしていって

くれることにつながるという話がありました。

　一番分かりやすい人材育成プログラムは、これ

を皆さんは想像されたと思うんですけれども、就

職セミナーの実施ということで、やはり統括団体

として、ネットワークとかコネクションがあると

いうことから、イベントを実施することができま

す。私も何個か参加させてもらったんですけれど

も、BUCS から卒業していって、今はどこそこ

団体の偉い人になっているとか、ラグビーワール

ドカップで何かをやったという方にスピーカーに

なってもらって、大学時代の時にこういうふうに

やったことが、今の自分のことに生きているとい

うような、職業セミナーに似ていると思うんです

けれども、そういうイベントを実施する。

　それだけではなくて、その地域にいる BUCS
ウエンズデーを運営しているような子たちを一斉

に呼ぶことができるので、そこで、例えばインク

ルーシブスポーツを運営したいんだけれども、そ

このやり方が分からない、君たちのところはどう

している？というような相談を学生同士でしたり

とか、今の時代は Facebook で友達になって、何

かちょっと電話して教えてもらうみたいなことも

できますので、そういう学生同士のネットワーキ

ングができて、情報交換をして。

　それこそ、うちの大学の授業だけれども、そっ

ちもそれぐらいのレベルなの、みたいな話ができ

ると、どんどん客観性を持って、自分のスチュー

デントエクスペリエンスを見ることができるの

で、将来出て行ったときに、自分は、今ここら辺

のレベルなんじゃないかということが頭に入ると

いう意味では、非常に大学生にとっては有意義な

場所なのかな、と思いました。

　そういうことを定期的に開催していて、この調

査をした時は、年間で約 600 名の学生を対象に、

競技団体を含む 50 の関連組織も出席して、セミ

ナーを定期的に行っていたということでした。

　ここまでが、BUCS がどういう機会を提供し

て、どういうプログラムを展開しているかという

話でした。これから、逆にそれを受け取る大学側

で、これらの機会を使ってどういうふうに動いて

いるのかという話をできたらと思います。ここで、

ちょっと観点を変えて、今度は大学側の話に入り

ます。

英国大学でのスポーツ: ラフバラ大学の場合

　ラフバラ大学について、ラフバラ大学に行かれ

たことがある方は、どれぐらいいらっしゃるんで

しょうか。名前を聞いたことがある方はいらっ

しゃいますか。すごいですね。何かスポーツに関

連する人じゃないと、ラフバラを知っている人は、

まずいない。そうしたら、多分おおよそのことは、

皆さんはひょっとしたらご存じかもしれませんけ

れども、イギリスの総合大学で、最近かなり頑張っ

ていて、全英でも、ちょっといいランキングを頂

くようになっているようですけれども、スポーツ

の教育、研究、それからパフォーマンスのいろん

な観点がありますけれども、おおよそで有名な評

価を頂いている大学です。

　学生数は、学部から博士まで合わせて、おおよ

そ 1 万 8,000 人ぐらい、イギリスでいうと、大

体中規模です。近くにあるノッティンガムの大学

は、3 万とか学生さんがいるんで、すごい大きい

んですけれども、ラフバラ大学はイギリスの中で

は、中規模で、デザインとか、本当にスポーツに

関係ないことでも有名なので、そういうことがや

りたい子も入ってくる学校です。だから、大学に

これから行く人向けの掲示板には、私はスポーツ
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ができないがラフバラに入学して大丈夫か、みた

いな質問がよくあります。スポーツ学部以外にも

たくさんの学部がありますので、必ずしもみんな

スポーツが好きというわけではありません。

大学スポーツの競技成績ランキング、先ほど

言ったように、BUCS は比較的最近の出来事な

んですけれども、その前から大学スポーツという

ものはあったので、今年、どうやら 40 年間首位

ということで、他の学校からしてみると、非常に

邪魔という大学なんですけれども、団体競技だけ

を見ると、ダラム大学のほうが強いという。個人

競技でラフバラ大学が荒稼ぎして、総合で 1 位

みたいなことがあるんですけれども、ダラムが、

今、団体競技に非常に力を入れていて、ちょっと、

いいとこの方が、ダラムによく行きやすいんです。

なので、大学によっていろいろカラーがあります

けれども、例えばボートとか馬術とか、そういう

ので強いというのがダラム大学で、ラフバラ大学

も総合はまだ 1 位です。

　ラフバラ大学の特色として、大学を挙げてス

ポーツに力を入れるというのを、対外的に非常に

明言していて、全学生の 75％に、週 3 回活動に

参加してもらうというのを目標として掲げていま

す。これはかなりアンビシャスな数字なんですけ
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れども、それだけの機会を提供しなくてはならな

いので、それをどうやってやるのか見たいと思い

ます。BUCS に参加するだけでは、明らかに

75％には達しない。

ちょっと、かなり細かい話なので、全体を、

まず説明したいと思うんですけれども、緑が、大

学のスタッフが主導、もしくは、大学のスタッフ

が就いている役職です。青が学生主体、もしくは

学生自身が役職に就いていることを表していま

す。

　まずプログラムが 5 つあって、競技レベル的

には、左が一番競技レベルが低い、右に行くほど

競技レベルが高くなるという表になっています。

なので、マイライフスタイルは、例えばヨガとか、

スタジオでエアロビクスをやるみたいな、競技で

はない場合もありますけれども、そういうものを

示す一方で、右側に行けば行くほど、オリンピッ

クで金メダルを取りましたみたいな子が所属をし

ていたりするプログラムです。それが、1 つ上に

上がっていただいて、それを運営している主体が

誰なのかという話をしたいと思っています。

　スポーツ・ディベロップメント・センター

（SDC）という大学の組織と、スチューデントユ

ニオンという、ちょっと特殊な体系を持っている

団体があります。まずスポーツ・ディベロップメ

ント・センターについて話します。スポーツ・ディ

ベロップメント・センターは、恐らく日本でいう

ところのスポーツ局。学部ではないんだけれども、

学生にサービスを提供する、スポーツのサービス

に特化した部署。ここに勤めている人は、大学の

スタッフだけれども、教員ではないので授業は

持っていません、という組織です。

　おおよそどこの大学にも、そういう組織があり

ます。独立しているか、規模によっては個人であ

ることもありますけれども、教員ではなくて、ス

ポーツを運営するための人、ポジション、もしく

は部というのがあって、ラフバラ大学の場合は、

それが非常に大きいです。

　例えば、SDC がやっている取り組みでいうと、

ロンドンオリンピックの前に、チーム GB がラフ

バラ大学を事前キャンプの場所に選んだんですけ

れども、それの誘致をやっているのはスポーツ・

ディベロップメント・センターですし、レスター

のサッカーチームのユースチームと大学生の試合

のようなイベントを企画するのも SDC です。こ

こは、大学からお金が出ているプログラムになり

ます。

　次に、スチューデントユニオンについてお話し

をしたいんですけれども、ちょっとこれがややこ

しくて、どなたかご存じ、これを何か調べたこと

がある、実は知っているという先生はいらっしゃ

いますか。スチューデントユニオンというのは、

大学生が学費を大学に払います。その中で何割か

が、スチューデントユニオンという法人に渡され

て活動をするチャリティー団体です。大学に付随

しています。

鈴木：日本の大学だと、入学手続きのときに、生

協にお金を払う。

川部：そうかもしれません。

鈴木：多分、そういう感じですね。

ありがとうございます。生協に、多分すごい

似ていると思います。というのは、そのスチュー

デントユニオンが何をするかというと、それこそ

生協みたいな場所があるんですけれども。

鈴木：食堂とか、クラブとか。

川部：そうです。それの運営を一任されている組

織なんですけれども、イギリスの大学は特に、ス

チューデントエクスペリエンスを良くしようとい

うのは、おおよそここが主体になっていることが

多くて。ラフバラ大学とか、結構どこの大きな大

学ではどこでもあるのが、そのスチューデントユ

ニオンがクラブを何個か持っていて、その運営も

ここがやっていたりとか、値段や提供するサービ

スを決めることもやっています。
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　そのスチューデントユニオンが、ここに AU と

ありますけれども、ここが BUCS になります。

BUCS の登録やお金の支払いをしたりとか、う

ちの大学は、この時期は何々があるから、こうい

うふうにしてくれないかというような交渉は、全

てスチューデントユニオンが主導しておこなうも

のになっています。

　インタビューではおおよその大学でそうだと聞

いているんですけれども、スチューデントユニオ

ンにはその大学の卒業生が新卒で雇用されます。

彼らがそこに勤められるのは、最長 2 年までと

決まっているので、自分は大学に行ったときにこ

ういうふうにやりたい、ああいうふうにやりたい

という思いのあった子たちが、ここに残るんです

けれども、その第 1 次審査が、学生の投票なん

です。生徒会の投票みたいなイメージですけれど

も、卒業していく子で、俺は、スチューデントユ

ニオンの何というポジションに、自分はなりたい

ですというようなアピールがあって、誰かが選ば

れるというふうになっています。

　スチューデントユニオンの中には、幾つかポジ

ションがあって、エデュケーションであったりと

か、ソサエティーといった、文化系のサークルと

か、文化系の部活であったり、BUCS のアスレ

チックユニオンだったりというような形です。ス

ポーツ・エグゼクティブ・オフィサーという子が

BUCS を担当していて、スチューデントユニオ

ンの中で、スポーツの予算はいくらと言われた中

で、どこのチームを何人、1 年間で登録していき

ましょうというのを、全て判断して運営をしてい

くという形になっています。

ここで見たいのは、このスポーツ・エグゼク

ティブ・オフィサーが、お金をもらっているとい

う意味では、大学のスタッフというか、スチュー

デントユニオンのスタッフではあるんですけれど

も、学生出身ということで、学生の意見を反映し

やすいということになります。

　立場上、組織図上は、その下に付いている 2 人

が大学に雇われている人で、特に事務補助の

SDC スタッフは、社会人経験のある方が、新卒

のスポーツ・エグゼクティブ・オフィサーが

BUCS 運営をきちんとできるように、サポート

的な立場だけれども、経験値としては上という方

が、ここに就いています。BUCS のプログラム
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を生かして物事を行っていくというのが、このス

チューデントユニオンの下にあるアスレチックユ

ニオンになります。

　今度は左に戻りまして、スポーツ・ディベロッ

プメント・センターが行っている、この 3 つの

プログラムについて、お話しをしたいと思います。

一番競技レベルの低いマイライフスタイルという

のは、例えば、初心者の子たちがサッカーをやる

とか、クリケットをやったことがない子たちがク

リケットをやるというようなことを念頭に置い

て、本当のレクリエーションレベルで、何時にど

こでやりますというのだけがあって、何かが起こ

るのを待つというような形のプログラム。

　それから、次に右に移って、デパートメント、

もしくはソサエティースポーツは、学部対抗、も

しくは文化系の部活の対抗の試合を組むプログラ

ムです。それが、マイライフスタイルの次に比較

的競技性の高いとか、少なくとも競争をさせると

いう、1 年間で何らかの順位をつけて、デパート

メントだったら、大体スポーツ学部が勝つんです

けれども、そのスケジュールを組んで、学校の場

所を押さえてといるのは、デパートメンツ・アン

ド・ソサエティー・スポーツです。

　その隣のインターミューラルスポーツというの

が、イギリスの非常に特有な IMS というプログ

ラムなんです。ハリーポッターで、寮対抗でクィ

ディッチをやるというくだりがあったんですけれ

ども、いわゆるそれのことで、寮対抗のスポーツ

です。何でも寮対抗でやることが、イギリスは非

常に多くて、例えば、今週のごみ拾い大会みたい

なのがあって、順位もつけたりとかします。そう

すると、勝った寮には、スチューデントユニオン

からご褒美として、クラブタグとか、今週はビー

ルが半額でいいみたいな特典があって、それで盛

り上がっていくというような。もちろん寮に入ら

ない学生もいるんですけれども、1年生、2年生は、

大体みんなが寮に入りたがるんで、イギリスの大

学の始まり方という意味では、インターミューラ

ルスポーツが一番盛り上がっています。

　特に、スチューデントユニオン、アスレチック

ユニオンに入りたかったんだけれども、競技レベ

ルが足りなくてあぶれてしまったみたいな子たち

が、一躍活躍するのがここの場です。もちろん

BUCS に出ている子も、インターミューラルは

出ていいんですけれども、どうしてもタイミング

的に出れないこともありますので、競争性のある

競技に意欲がある子はインターミューラルで解消

するというようなことをやったりもします。

　一番右のパフォーマンススポーツは非常に特殊

なので、ちょっとここでは割愛したいと思うんで

すけれども、いわゆるエリートアスリートで、ラ

フバラ大学に在学している子たちの、どういうふ

うに学業と両立していくかというのを支援すると

いうのも SDC が行っています。

　肝心なところがこれからなのです。これらのプ

ログラムが、大学のスタッフだけで全て運営して

いくのには、ちょっと数が多くて無理がある。特

に目標としているのが 75％の皆さんということ

ですと、スケジュールまでは決められても、実務

レベルで課題が出てくる。これを、ラフバラ大学

はどういうふうに解決しようとしているかという

と、学生にやってもらうという手を使っています。

　ここで出てくるのが一番下の、コーチ・アンド・

ボランティア・アカデミー、CBA というボラン

ティアコーチ養成組織があります。当時は、1,300
人の登録がありました、と聞いています。これは、

基本的には何かイベントを運営する、それから、

広報を担当するとか、スポーツ医科学でサポート

するとか、幾つかのプログラムに分かれていて、

自分に興味があるところに幾つでも登録をしてい

い。例えば、特に次のウエンズデーにはこういう

仕事があります、来てくれる人、というような感

じで、幅広く連絡をして、それに参加できる人が、

ファースト・カム・ファースト・サーブでそれを

埋めていくような形になっています。

　肝心なのは、ここで定期的にセミナーとかト

レーニングの機会があって、それに行くと、コー

スによって、何かを達成しました、完全にセミナー

を何個クリアしたので、あなたはこれの資格があ

りますとか、何時間ボランティアをやったので、
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あなたは今年度はゴールドボランティアでしたと

いうようなものを学長の名前で、サーティフィ

ケーションとして出してあげるというプログラム

なんです。そうすると、それを実際に履歴書に書

いて、自分はこれにこれだけの時間をかけてきち

んと育成もしてもらいましたということを、対外

的に見せることができる形になっています。

　ものによっては、競技団体のセミナーに行って

きなさいということもできますし、他の大学で審

判が足りないことがあったときに、そのセミナー

を受けてきた子で、きょう審判ができるというこ

とがあれば、交通費はラフバラ大学が持ってあげ

るから、君はどこそこの BUCS のウエンズデー

に行って、審判をしてきてくれるかい、というよ

うな話ができます。

　特にコーチだったり審判だったりというのは、

何時間、その職に就いていないと次のステップに

進めないというようなことがライセンシングで

あったりするので、そういう意味では、競技レベ

ルが、もし BUCS ウエンズデーだったらそこま

で高くはないですけれども、それを積み重ねてい

くことで、これだけの実績はあります、次はここ

に行きたいということの足掛かりを、少なくとも

つくってあげることができるという仕組みになっ

ています。

　なので、ここに登録をしている子が、この下の

青いところに、おおよそ派遣されていくようなイ

メージです。これを使って、大学が組んだこうい

うプログラムがあるんだけれども、それを運転し

ましょうという形になっています。

　一応、人海戦術はうまくいっているんだという

話を、ラフバラ大学の SDC の人はしていて、目

下の悩みは、物理的に場所が、もう足りないとい

う話をしていました。先生方がラフバラ大学に行

かれたのがいつ頃の話だったか、ちょっと分から

ないんですけれども、私が行った当時は、8 個目

か 9 個目のサッカー場をつくろうとしていたぐ

らいなんです。どんどん広がっていて、これでも

足りないということだったので、今後どうするか

は考えていかないと。やっぱり 75％はちょっと

多かったんじゃないか、みたいなところもあるよ

うでしたけれども、そういう話をされていました。

英国における大学スポーツ

最後のまとめで、ちょっと大雑把な部分で、

また主観もちょっと入っている部分も、ひょっと

したらあったかもしれませんけれども、イギリス

の大学スポーツで一番特徴的なのは、やはり、競

技レベルを問わないで、幅広く大学生のコミュニ

ティー全体に呼び掛けることのできるプラット

フォームを築きつつある、もしくは大学によって

は、既にそれが築かれているという部分だと思う

んです。

　NCAA とかですと、恐らく、NCAA に登録を

している子たちにしか語り掛けることができない

けれども、BUCS を運営しているのが学生出身

の誰かであるということを考えると、そこからさ

らに、今、現役の学生さんに伝えられる力を持っ

ている子たちが、各大学に、それぞれ 1 人ずつ

はいるということになりますので、そういう意味

では、つながりの威力は非常に強いんじゃないの

かなというふうに思います。

　エリートスポーツですとか、競技力向上という

観点から見たときに、それからビジネス産業、芸

術産業、スポーツ産業の観点から見たときは、

BUCS の仕組みは、そこまで大きなインパクト

を持つものではありませんけれども、大学を卒業

してからもスポーツを続けていくとか、日本です

と、特に高校を卒業してからスポーツの実施率が

非常に大きく落ちますので、そういう意味では、

どういうレベルでもいいから楽しくスポーツを続

けていこうという働き掛けの意味では、非常に有

効な形で運営がなされているのではないかと思っ

ています。

　そういうネットワークを持っているので、例え

ば何年か前に、国の調査の受託を BUCS がして

いました。大学のスポーツ実施率の向上と、その

効果の検証というプロジェクトがあったので、

BUCS 自身で受託をして、各大学に協力を呼び
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掛けながらその調査を進めていくという新しい動

きもあります。

　大学生をターゲットにしたい社会的な活動、例

えば、メンタルヘルスを向上させたいというよう

な呼び掛けであったり、インクルーシブネス、ダ

イバーシティーをもっと考えていこう、というお

話しをしたいときに、1 つの大学だけではなくて、

全ての大学に等しく話し掛けられるという意味で

は、BUCS は非常に強力なつながりを持ってい

るのかなと思いますし、この大学スポーツという

コネクターがあるというのは、非常に力が強いと

いうふうに思いました。

　競技団体との大学の連携というのは、まだ始

まったばかりというか、事例としては数が比較的

少ないほうではありますけれども、その中で、大

学生が欲しがっている雇用の機会であるとか、そ

れにつながる何かという意味では、その連携がき

ちんとあって、少なくとも機会として、何かを経

験できるというものをつくることができるという

のは、今後、この大学生のコミュニティーは、人

数だけで見るとかなりの大きさ、ボリュームがあ

りますので、ここでつながっている、つなげるこ

とができたということで、今後、イギリスの社会

全体の行動変容にも、大きく貢献をさせることが

できる、BUCS にいた世代が今後外に出ていっ

たときにも、そこで得た何かが大きく作用してい

くのかなと考えています。ありがとうございまし

た。

≪質疑応答≫

坂上康博：お聞きしたいことがいっぱいあるかと

思います。どこからでも。

鈴木： 最初にちょっとお話しされていたとは思う

んですけれども、スチューデントユニオンという

母体があったこととか、イギリスの大学で以前か

ら行われていたことが、BUCS の役割にすごく

影響していると思うんです。

　そういう意味でいうと、BUSA のときから、

何が変わったポイントなのか、なぜそういう変化

が要請されたのか、教えていただけないでしょう

か。

川部：2 つ目については、分からないというのが

正直なところです。BUSA から変わったポイン

トとしては、大学スポーツの担当者ネットワーク

の、UCS（University and College Sport）とい

う団体が、BUSA とは別に、当時あって。BUSA
というのは、競技を運営することだけに特化をし

ていたんです。それを受け取る側（大学のスタッ

フ）のネットワークとは、つながっていなかった

のだという理解なんです。

　これは全て想像の域を出ないのですけれども、

今 BUCS が大学に対してやってあげているサー

ビスのうちのどこかしらは、ひょっとしたら、か

つて大学がやっていたんじゃないかと思うんで

す。それを巻き取る形でBUCSをつくったんじゃ

ないかと。UCS という大学のスポーツ担当ネッ

トワークというものがあったということは、そこ

で抱えていた仕事がきっとあるはずなんです。そ

れが合体したということは、それを引き取って

BUCS になっているはずなので。そこまで細か

く調べていないので、きちんとした答えになって

いなくて、大変申し訳ないんですけれども。

岡本純也：BUCS がゲームのマッチングやどの

大学がどのリーグに配分されるかというような差

配を扱っていることは興味深いですね。日本の場

合にはリーグ間の入れ替え戦があって、上下の動

きがある。けれども、イギリスでは BUCS がゲー

ムのマッチングや全体のスケジュールを組むのに

特化した組織としてある。そうすると、あまりた

くさんの人的労力が必要ないから、かつては、例

えば学生のボランティアで賄えるような小規模な

組織としてあったのではないでしょうか。

　グラスゴーに留学していた際に、ハイランド

ゲームズというトラディショナルスポーツの運営

について調査をしたことがあります。その統括組

織はとても少人数で、個人宅に事務所を置いて運
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営していました。運営スタッフの仕事は、やはり

ゲームマッチング、大会のスケジューリング。

　英国のアマチュアスポーツにはそのような伝統

があるのでしょう。それぞれの競技の統括組織は

参加者が楽しめるようにゲームのマッチングやス

ケジューリングを行う。BUCS もそのような英

国スポーツ文化の伝統の上に成り立っているとの

印象を持ちました。

川部：今、これはかなり古い資料で、ちょっと私

も読まないといけないんですけれども、BUCS
の歴史について私が寄せ集めで書いたものですけ

れども、恐らく大学間で競技は始まってしまって

いた。で、団体をつくりましょうという話になっ

て、最初は UAU というものがつくられたようで

す。

　その時は、ユニバーシティーと専門学校がばら

ばらに、あとは女子と男子が分かれているとか、

似たようなものが幾つかできてしまったと。それ

を統合するという動きが、片やありました。そう

いうものがあって、それがいろいろ統合された結

果、BUSA になっているはずなんです。

　ユニバーシティーズ・フィジカル・エデュケー

ション・アソシエーションが、多分最初なんです。

それが UCS になったということになっているの

で、当初は体育教育の集まりだったと考えられる、

と私がいっているのは、名称を見る限りというこ

となので、何も基づいていないのですけれども、

もうちょっと調べてみないと分かりませんという

お答えになります。

坂上：BUCS になった時点で、全体的に大学の

公的関与が強まったり、バックアップ体制が強化

された、みたいなことはあるんですか。

川部：恐らく、人材育成のプログラムは、非常に

やりやすくなったんだと思います。単純に競技を

やることはすでに始まっちゃっているから、何と

か管理しなきゃ、スケジュール管理をしてあげな

いと、全部できなくなっちゃうでしょ、というの

で出来上がったものを、最終的に統合した形に

なっているので、それに付随する付加価値的な人

材育成のプログラムは、恐らく BUCS にならな

いとできなかったことだったんじゃないのかなと

思います。

岡本：スチューデントユニオンの活動というのは、

スポーツ以外の課外活動なども同様にサポートす

るような形になっているのでしょうか。

川部：例えば、大学が行うコミュニティーサービ

スみたいな、町の老人ホームに出店しますとか、

どこの清掃活動をやりましょうというようなコ

ミュニティーサービスは、スチューデントユニオ

ンがやっています。あとは、ソサエティーのサー

クルの活動費を出しているのも、スチューデント

ユニオンになります。

　例えば、ジャパンソサエティーを最近つくった

子がいるんですけれども、そこの活動を支援する

ために、力を貸してくれたりとか、もしくは、そ

のソサエティーを集めて、インターナショナル

デーみたいなイベントを大学の中でやって、留学

生からこういうことを学びましょうとか。それが

グローバルの一環だったり、というようなことを

企画して運営しているのが、スチューデントユニ

オンになります。だから、おおよそ学業以外の大

学の中でおこなわれているイベントごとというの

は、スチューデントユニオンがやっていることが

多いです。

　スポーツを大学生がやるというのは、少なくと

もかなり前からあったことではあると思うので、

スチューデントユニオンというものを形にしてい

こうというときに、当然スポーツもそこに入るで

しょう、ということだったのか、元々スチューデ

ントユニオンというのが念頭にあったのかという

のは、ちょっとわかりません。

鈴木：私が留学していたグラスゴーに GUSA と

いう組織がありました。GUSA のプレジデント

が、私が所属していたラクロス部の部員だったの
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ですが、彼は選挙で選ばれたと言っていました。

だから、学生組織なんですよね。

川部：基本的には。人気勝負みたいなところも、

だいぶあるので、在学中からもう、将来的にああ

いうふうになりたいから、あそこに顔を出す。選

挙活動みたいな感じです。

中村英仁：２つお伺いしたいんです。まず、

NPO 的な組織なんですよね、誰が出資者みたい

になっているのかは分かったりしますか。2 つ目

は、それぞれたくさんスポーツがあるというのは

分かったんですけれども、人気のスポーツはどれ

か、例えばテニスが一番登録者が多いとか、競技

別のデータはあったりするんですか。

川部：まず、BUCS の法人格の話なんですけれ

ども、厳密にいうと、CLG（有限責任保証会社）

です。カンパニー・リミテッド・バイ・ギャラン

ティー（Company Limited by Guarantee）とい

う形態で、ソーシャルオーガニゼーションという

んですか、こういうことを研究されていらっしゃ

る先生がいらっしゃると思うんですけれども、非

営利の会社なんです。株式を発行しないで保証金

を拠出してつくられたというような形があって。

中村：でも誰かが保証金を出しているんですよね。

川部：CLG という法人格と、登録チャリティー

というステータスも持っているので、彼らは、自

分たちがどういうお金をもらって、こういうこと

に使って、これは本来目的にかなっているので、

収益ではないみたいなことを報告する義務がある

ので、それをさかのぼっていけば、それは確実に

見ることができます。そのデータはないんですけ

れども、さかのぼれば見ることはできると思いま

す。

　あと、BUCS の報告書が、彼らのウェブサイ

トに載っているので、何人登録してという、競技

別のものがどこまで出ているのかはちょっと分か

らないですけれども。ただ人数でいうと、やっぱ

りどうしても個人競技が数が多い可能性はあるの

で、人気があるというのは、競技人口が多いとい

う意味なんですか、それをどういうふうに数える

か……。

中村：プレーヤー、BUCS に登録して活動した

プレーヤーが何人かというのを知りたいです。要

するに、登録者数と UK 全体のスポーツ人気は

関連しているのかとか。例えば、サッカーやラグ

ビーは実はプレーヤーも多いとか、あるいは逆で、

登録者と人気はあんまり関係ないとか、そういう

のが知りたいとちょっと思いました。

川部：単純に、各大学で複数軍を持っている競技、

サッカーとラグビーは多いと思います。ラフバラ

大学だけで、確か7軍、8軍まであったんです。バー

ス大学とかバーミンガム大学とかも同じような感

じでしたので、恐らく人数的には、やっぱり多い

とは思います。

中村：こういう団体があることで、例えば、スポー

ツやりたいからやろうぜみたいな集まりサイクル

ができると、するスポーツの参加者増加の循環が

回っていきやすいのかな、と思ったので、そのよ

うな質問をしました。

　日本って、プレーを見る機会が仮にあったとし

ても、プレーする機会はないものがあります。特

に社会人ラグビーなんかは、一般的なサークル的

ラグビーというのがすごい機会が少ないです。高

齢者がラグビーをする機会というのはすごい貴重

だ、と日本ではニュースになっていたりするんで

す。今のは高齢者の話ですが、スポーツをずっと

続けていく機会が、UK でどうつくられているの

かなというところと、少し関連しているのかなと

いう感じがしました。

川部：スポーツを始めるきっかけに、BUCS が

なっているかという意味だと、いわゆる単純に競

技人口が多いものというのは、恐らく前々から
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やっていた子たちが多いので、大学での競技人口

が多いということになると思うんです。大学で競

技を始めるようなものというのは、ある程度限ら

れているのかなとは思いますけれども。

　大学によっては、事例に挙げた野球ですとか柔

道ですとか、そういうことができる大学もあれば、

そうじゃない大学もあって、ラフバラ大学なんか

でも、野球は場所がないのでクリケット場でやっ

てもらっていた、とかもありますから、たまたま

そこでアクセスがあったので、と始める子もいる

でしょうし。

　BUCS を始めるために競技団体がそれを使う

というのは、あまり聞いていないけれども、タイ

ミングは合わせているのかな。さっき言った、競

技人口を増やしたいので、競技団体（NF）と連

携という話は、学期が始まる時にやっていたとい

う印象はないんです。学期が始まるタイミングで

は、とにかく新歓というんですか、うちのクラブ

においでよというのがあって、そのあとしばらく

して体験会として、バレーボールをやってみませ

んかというのが学期半ばぐらいに行われて、相当

楽しければくら替えするみたいなことなんだと思

います。

鈴木：私の印象では、イギリスの場合は、大学の

スポーツというのはおまけなんです。真面目にス

ポーツをやりたい人にとって、「大学に入って、

スポーツをやるぞ！」みたいな、アスピレーショ

ンの対象じゃない。日本の大学でいうと、サーク

ルレベルです。

坂なつこ：観客料を取れるほどのものではない。

坂上：同好会レベルですね。

鈴木：元々そういうものだったのが、多分ちょっ

と厚みが出てきたから、こういう動きになってき

たのではないかというが、僕の想像です。BUCS
になったというのは、パフォーマンススポーツの

図のピラミッドで下から 2 番目だった大学スポー

ツというカテゴリーが、ちょっと大事になってき

たから。日本の大学スポーツだったら、もっと上

に来るんじゃないですか。

中村：だから、日本だったら NCAA みたいな話

も出てくるし、みたいなイメージですよね。

坂：競技力自体を査定するものを配るなどの連携

はないのですか。

中村：サークルが組織化された。

坂：大学も魅力が欲しい、スポーツ団体でももう

ちょっとちゃんとした組織が欲しいというような

ことによって、それぞれの共同関係がよりスムー

ズになったということではないのですか。

川部：あると思います。特に、スチューデントユ

ニオンが、サティスファクションの部分、学術以

外のところを大きく持っているので、その機会を

もっと増やしていこうとか、そこに入りたいと

思っていない、それこそデザイン学部とかの子た

ちにも語り掛けられるような何かをという意味で

は、それも含めてスチューデントユニオンで動け

るので。サティスファクションが出て一番喜ぶ部

署はユニオンなんです。

坂：そこがしっかりしているという評価になる。

川部：そうです。もちろん学術系が良かったとい

う方も、もちろん考えられるんですけれども。

中村：もうちょっと分かりやすくいうとこんなか

んじでしょうか。サークル活動をしたい／すると

考える学生が大学に入学する。わたしは勉強をし

たいんだけれども、たまに運動をしたいかな、み

たいな学生です。その人が、BUCS があること

によって、この大学はいいところだったな、みた

いなふうに思えるみたいな。
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川部：それが必ずしも BUCS ではない可能性は

あります。だから、ラフバラ大学みたいに、

BUCS はここにあるけれども、それ以外のレク

リエーションの活動もできるというところまで手

が回っている大学もあると思います。BUCS の

トライアルに行ってみたけれども、これじゃな

かったということもあったときに、そこの下の受

け皿ができている。ここまでできているラフバラ

は、比較的特殊な例だと思います。

鈴木：多分、日本の学連ほど組織化された、学生

で運営を回す組織みたいなのは、きっとなかった

んだろうなと思ったんです。だから、BUCS が

スポーツでボランティアをするということをオー

ソライズするということに価値があるというか、

日本でいえば就職活動で「学連で役員をやってい

ました」みたいなことを言えるようにさせてあげ

るということですよね。

BUCS がそういうアピールができるようなト

レーニングとか経験ためのプレースメントの場所

をつくっているということですよね。全国の大学

スポーツを取りまとめる組織が認定する経験とし

て履歴書に書ける状況をつくっているということ

ですよね。

川部：そうです。

鈴木：日本だったら、学連で役員をやっていまし

たみたいなことを、多分、就活で言うんだけれど

も、何か閉じたところでやっているイメージもあ

る。ただ、さっき言ったように、日本は大学スポー

ツをすごく真剣にやるから、就活でこれをアピー

ルポイントとして使う人がたくさんいる。

　これに対してイギリスではそこまで力を入れて

やっている人はいなかった。さっきの GUSA の

プレジデントだって、大したことをやっていない

ようにみえましたから。だから「スポーツは大切」

ということを外向けにアピールするときに、

フォーマルなポジションをつくってあげることの

相対的な価値が高いんじゃないか。

　そうだとすると、日本で今からやることには、

そんなにインパクトがないかもしれないなと思い

ました。

川部：スポーツをやっている人には分かる価値だ

けれども、それをやっていない人には、それがど

れだけすごいことなのか分からないというのは、

イギリスでもある程度はあると思います。

　ただ、だんだんどこでもそうなってきていると

思うんですけれども、スポーツのことだけやって

いても、これ以上どうにもならないというところ

に、ある程度来ていて。例えば、イギリスの場合、

例えば、スポーツで広報をやってきた人が抜けた

ところに、広報畑で出てきた人がぽんと入ってき

て、広報の人がスポーツをやるというようなこと

が増えてきていると思うんです。

　ラフバラ大学の場合も、ボランティアか、必ず

しもスポーツ学部の子だけではなくて、ジャーナ

リズムの学部の子がスポーツに入ってきてウェブ

サイトを作りました、あれをやりましたとポート

フォリオを作って、それを持っていくというよう

なことができるようにはなっているので。多分、

学連だと、その競技のやってきた子たちの中でだ

と思うので、スポーツ以外のところの観点を持っ

ている人と触れ合う機会があるという意味では、

どんどん幅が広がってきているというのは、ある

のかなとは思います。

鈴木：健全だと思います。

岡本：恐らく、流れとしては大学を取り巻く社会

経済状況のグローバル化とも連動しているのでは

ないでしょうか。グローバル化の中で、大学にお

けるスポーツは、どのような意味があるのかとい

うようなことが問い返される。その問い直しの中

で「人材育成」や「市民教育」といった意義が言

語化され、制度的に大学の中に、また、大学間を

つなぐ制度として位置付けられていった。そのよ

うにも考えられます。

　一方で、90 年代から 2000 年代に進んだ、大
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学間のグローバルな競争の激化とも関係している

ようにも思えます。

川部：今回はラフバラ大学の件だけでしたけれど

も、幾つか大学を訪問するに当たって、パフォー

マンスで強い大学と、スポーツ研究で評価をも

らっている大学と、スポーツの学部教育で評価を

受けている大学というのも、見ていったんです。

パフォーマンスがいいからそれが研究業績に生き

ているかというと、やっている部署が全然違うの

で、必ずしもそこに直結しているわけではないの

で、一緒にやろうという動きがあるかどうかとい

うのは、大学の戦略にもよると思うんです。

　大学のスポーツが、学校のグローバル化にどこ

まで関係があるかというのは、ちょっと分からな

いですけれども。

岡本：元々自然にある、自分たちの文化として共

有され、自動的に回っているような慣習的行為に

対して、何でこれがここにあるのだろうか、何で

こういう形に成り立っているのだろうか、という

ことを再帰的に（自己をモニタリングしながら）

問い直す、そのような意味でのグローバル化（再

帰性）の影響です。

　イギリスの伝統的な大学の文化の中に学生のユ

ニオンがあって、学生が交流している。では、そ

れがなぜここにあって、今後の大学の在り方の中

でそれは残すべきなのか、どう展開したらいいの

か、効率化を進めるにはどうしたらいいのかと

いったことが問われる。現在、大学から予算がつ

いているけれども、それを増やすべきなのか、手

を引くべきなのか、大学の組織から切り離すべき

なのかということも問いとして浮上する。そのよ

うなことが問われる全体的なグローバルな構図の

中で、活動が見直され、明確に位置付けられなく

てはいけなくなった。今までは伝統の中で慣習的

に継続されていたものが、明確な制度として位置

づけられていく動きがあったのではないでしょう

か。

川部：ユニバーシアードをやっている団体との窓

口が BUCS なので、例えばヨーロッパがこうい

うやり方でやっているのに、イギリスはどうなん

だろう、というような問い掛けを受ける。ただ、

大学の中では、パフォーマンススポーツに出てい

くような子以外は、特にそこの問い掛けを受ける

ようなことには、今はなっていないんです。なの

で、どちらかというと、ハイパフォーマンスを育

てていくような、UK スポーツだったりとか、各

競技団体で、メダルを目指してと考えている人た

ちが、大学スポーツをもっと使っていくべきだと

思っているのかというほうに、話がいくのかな、

とは思います。大学スポーツの中、各大学の中で、

今のやり方がどうだろうという問い掛けを、正直、

ちょっと気にしていないのかなというふうには思

います。

　何回か、幾つかの大学と話をした中で、NCAA
では、例えば、GPA を幾つ以上じゃないと出場

できないという決まりがあるけれども、BUCS
もそうするような考え方はあるのか、それをやる

と思う？みたいな話をした時は、そんなのを入れ

たところで、別に競技人口が増えるわけでもない

し、何でそんなことをしなきゃいけないのか、と

か。多分、スチューデントユニオンの考え方に戻

るのかもしれませんけれども、スポーツというの

は、大学生が自分の余暇の時間にやるアクティビ

ティーの一つであって、例えばバイトのやり過ぎ

で単位を落としたら、大学がわざわざ出ていって、

お前はバイトを辞めなさい、バイトにいてはなら

ない、みたいなことを言わないのに、なぜスポー

ツだけそんなことをするのか、という話をした大

学もありました。

　例えば NCAA だと、パフォーマンスアスリー

トのライフスタイルを支援してあげる部署や、そ

ういう担当の人がスポーツ局にいないことが比較

的多くて、それはなぜかというと、成績を頑張れ

よというほうが言いやすいからという話があっ

て。それをどう思う？と聞いたら、なぜそれをス

ポーツ局は自分で言えないの、と話していた部分

もあるので、パフォーマンススポーツを大学ス
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ポーツの中から生み出そうという発想は、恐らく

あまり大学側には今のところなくて、それこそ伝

統的なしつらえとして、それは大学が行うもので

はない、という話になると思うんですけれども。

　日本の場合は、もっとそれが特殊な、競技によっ

て大きく違ったりとか、大学スポーツが非常に大

きな意味を持っている競技もあれば、大学に来る

前に、ピークの年齢が過ぎてしまう競技もありま

すので、そこら辺は、そのまま日本でやりましょ

うとか、全体的にぽん、というわけには、当然い

かないと思います。あくまでもこういうことを

やっている国もあります、みたいな。こういうシ

ステムをどうこうしましょう、というのは難しい

です。

坂：ラフバラ大学は、ロンドンオリンピックで日

本のキャンプ地になりませんでしたか。

川部：なるかもしれない時期がありました。

坂：ラフバラ大学は筑波大学と似ている。大学が

一生懸命スポーツに力を入れて、パフォーマンス

スポーツのところを支援して、施設もこんなに

あってみたいな形で、日本では紹介されるのでは

ないかな、と。

川部：場所的にも、ちょっと似ているんです。都

心から一本で 1 時間半ぐらいで行けるけれども、

私は茨城の出身なので、これは言っても許される

んですけれども、行くと、非常に田舎だというと

ころとかも、比較的立地的にも似ているというか、

力の入れ方が似ていたりとか、実際に連携してい

ろいろなプロジェクトを立ち上げたこともありま

したし。

坂：運動生理学系の研究者がアスリートを支援す

るということは、今、メディアでも取り上げたり

していると思うんです。さっきおっしゃっていた

ように、ラフバラ大学が特殊なのか、それともス

ポーツ科学部がある大学は、やっぱりそういう方

向に行くのか。

川部：ラフバラ大学は特殊だと思います。ラフバ

ラ大学の 4 つのポリシーがあって、それの中に

もスポーツが入っているんです。それをやってい

る大学は、イギリスではラフバラしかないので。

スポーツが大事というのを、大学が組織として

言っているのは、非常に特殊だと思いますし、ラ

フバラ大学はポリテクニックだった時から、そも

そもスポーツが強かったんですね。その土壌が

あって、今こうなっているというのもありますけ

れども。

この体制が取れるというのは、やはり卒業生

の中に、セバスチャン・コーがいたりとか、あち

らこちらにいろいろな方が出ていて、そういう人

を呼んだりとか知見を得たりとか。そういうこと

ができるところまで行ってしまったという意味で

は、他の大学がこれからそれを目指して、という

のは難しいとは思うんです。

　そういう意味では難しいのかなとは思いますけ

れども、同時に、大学というものが、これから何

をしていくことができるかとなったら、やっぱり

スポーツ科学の分野だと、いかにそれを一般社会

に還元できるのかという話になると思うんです。

そうすると、行く道はいろいろあるんでしょうけ

れども、ざっくり分けると、医療か、分かりやす

いハイパフォーマンススポーツに分かれるのかな

と思っていて。医療という意味では、健康、レク

リエーション、政策的にはどちらかというと、医

療費を減らすことで寄与しますという話になるの

か。それとも、ハイパフォーマンスのほうで、デー

タを研究して、こういうことを専門的にやってい

る人間がいるので、という形。

いずれにしても、外部とコラボレーションを

していかないといけないという意味では、実際に、

運動をする機会を提供し続けましょうということ

をやるのは、大学の中での取り組みであったりと

か、学部のほうでの研究を続けていく。その意味

では、実際にどこのスポーツをターゲットにして、

どこのチームと連携して、データをチームの選手
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に、もどしましょうという話になってくると思う。

坂上：「75％の学生に週 3 回以上の運動」という

目標設定は、ちょっと特殊な感じがしますが、一

般的なのでしょうか。他の大学でもあるんでしょ

か？

川部：ないです。

坂上：これも特殊。

川部：週 3 回運動をすることが良いという話は、

スポーツイングランドか、スポーツ政策をやって

いるところが、これぐらいの活動をしてほしいと

いうような話で週 3 回、となっているとは思う

んです。

　何で 75％としちゃったんだろうという愚痴は

ちょっと聞いたので、ここら辺を目指したいとい

うことだったんだとは思うんです。ただ週 3 回

というのは、週 3 回やることが一般的に良いと

されているということから出てきていると思いま

す。

坂上：BUCS を下支えしているようなこういう

動きが、イギリス全土に広がって根付いているの

かな、と想像したのですが。

川部：全世界にやろうとしているのかどうかまで

はちょっと分からないですけれども、今ある既存

の大学対抗のものだけではなくて、各大学の中で

やっている、よりレクリエーショナルレベルのほ

うへの支援も、BUCS は少なくとも視野には入

れていると聞きました。

尾崎正峰：質問が 2 つあって、1 つ目は今の話に

関わると思いますが、BUCS の立ち位置といい

ますか、BUCS と国のスポーツ政策の関係がど

うなっているかということです。言葉を少し足せ

ば、若年層のスポーツ参加という面では、ロンド

ンオリンピックをやっても、結局、増えなかった

という厳然とした事実があり、それを受けてス

ポーツイングランドとして参加率を上げるべく

ずっといろいろな施策をやっているわけですが、

BUCS が行っているものが、そうしたスポーツ

政策とどうリンクしているのか。資料として出し

ていただいた収支の内訳を見ると、収入として公

的な資金が入っているようにあまり見えないと思

いました。このように、交付金、寄付金という形

で国のお金が BUCS には行っていないというこ

と、つまりは、お金のつながりがあまり見られな

いということは、国のスポーツ政策とのつながり

があまりないということ、それが現状なんでしょ

うかということをお伺いしたいと思います。

川部：ありがとうございます。おっしゃるとおり、

数字に表れていないんですけれども、プロジェク

トとして、スポーツイングランドと一緒に組んで

やっているプロジェクト、キャンペーンは、幾つ

かあります。

　例えば、スポーツイングランドで女子のスポー

ツを促進しようというキャンペーン（This Girl 
Can）があって、それを大学の中に持っていくと

きに、結局実施主体は大学になるんですけれども、

そこへの周知の仕方として、BUCS にお願いを

して、一斉に広めてもらうというやり方はあると

思います。

　ただ、お金の観点で、どういう流れになってい

るかというのは、ちょっと分からないんですけれ

ども。

尾崎：2 つ目の質問は、BUCS のことと直接は関

係がなく、ふと思いついたことなので恐縮ですが、

先ほど述べられている大学のグローバル化という

点でいえば、イギリスの大学も、かなり多国籍化

が進み、いろいろな国の学生たちがいると思われ

ますが、イギリスの EU 離脱によって EU の加

盟国の学生たちの学費がはね上がるのではないか

といわれています。その結果、EU の国々から来

ている学生たちはどうなるのか、入学、在籍でき

る範囲が狭まるのではないか。そのことが、イギ
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リスの大学のもっている“多様性”に関して、ひ

いては、BUCS に関して、イギリスの EU 離脱は、

今後、どのような影響を与えることになるのかと

いう点です。

川部：留学生であっても、入学をする基準を満た

していて必要数の履修をしていれば、BUCS に

は出場ができるので。どちらかというと、単純に

在学生数が減ってしまうという、大学の抱える問

題と、多分リンクしている部分はあるとは思うん

です。でも BUCS だけが頑張ってどうにかなる

問題じゃないし、どうなるのか、結局 1 月まで

分からないのかな、みたいなところはあります。

鈴木：もう一回聞いてもいいですか。公的な補助

金というのは、あるとしても、（グラフでいうと）

助成金のところに入っている。だから、インパク

トとしてはすごく小さいわけですよね。

川部：そうです。

鈴木：私の感じ方が正しいかどうかも含めて、皆

さんにお聞きしたいところではあるんですけれど

も、完全に独立採算として回っていて、まず収入

と支出がちゃんと 1,000 万円プラスというところ

とか、3 分の 2 を会費と競技会とエントリー料、

チームとしての参加費、大学としての参加費、個

人としての参加費というので、競技会の運営と人

件費というベースのところを回している。共同事

業は共同事業、負債事業は負債事業、カンファレ

ンスはカンファレンスで、対応がほぼあるみたい

なところが、ちゃんと一個一個の事業を（独立採

算で）回る規模で、受益者がお金を出す、という

形で回すふうになっているように見えるんです。

川部：私もそのように見えるんです。

鈴木：それは、日本のスポーツ団体と比べたらど

うなんだろうと思って。少なくともマイナース

ポーツは補助金に頼っているので、こうならない

はずなんです。ちょっと分からないんですけれど

も、どのぐらいここから学ぶべきものがあるんだ

ろうというのが 1 個。

　もう 1 個は簡単で、さっきの中村さんとかの

お話にも戻るんですけれども、要は BUCS は、

国がやりたかったんじゃなかったとしたら、誰が

やりたかったのか。誰かがやりたいと言ったはず

だと思うので、それは誰だったのかなというのを

（お聞きしたいんです）。

川部：後半の部分は、過去を振り返ると、大学対

抗の競技大会が既に行われているのに、その統括

団体がいないと、今あるコンテンツを受け取る皿

がどこにもない、ということなんだと思うんです。

それで、そのまま維持すればよいじゃないかと

なっているんだと思う。

鈴木：そのまま維持したわけではなくて、私の最

初の質問に戻るんだけれども、BUSA と大学側

のネットワークが並立していたところから、1 個

にしたほうがいいとなったわけですよね。それを

推進したのは誰だったのか、誰が制度変更の推進

役になったのか、ということなんです。

坂上：誰が主導したかということ。

川部：改めて、それのお答えを、私は持ち合わせ

ていないので、大変恐縮なんですけれども。

鈴木：このお話しをいろいろなスポーツ関連の人

にされた時に、ここに注目が集まったりはしな

かったんでしょうか。こういう収支構造になって

いるのか、うちと全然違うな、みたいな。

中村：多分、日本と海外、特に西洋系の国との組

織構造の違いなんですけれども、日本は機能別組

織になっているんです。だから、要するに営業の

人が全部集まっている、人事の人が全部集まって

いるとか、その中で、日本は部署というのはつく

られているんです。
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　でも、西洋系の組織は、それぞれのユニットが

独立採算みたいになっていて、その人材育成プロ

グラムで収入を得て、その収入に基づいて運営す

る。その中に営業がいて、企画がいてとか、とい

う形になっていると、今度は、もう少し細かい構

造が、多分重要になってくると思うんですけれど

も、そうすると、収入と対応しやすいんです。

岡本：君の組織は、ここからお金を取ってね、そ

れで回してね、と。それは納得いくね。

中村：そう、お金は取りやすいはずなんで。日本

は逆なんです。機能別組織なので。

坂上：そこが根幹的に違っている。

鈴木：明瞭会計にならない。

中村：日本は絶対にならないです。

岡本：互いに弱いところを補い合う。

中村：それは、多分、そういう会計をガバナンス

できるマネジャーがいない、独立採算にするとこ

ろでという。

坂：そうすると、やっぱり参考にならないという

判断になったという。

中村：多分そうでしょうね。

坂上：ビジネスを目指したからでしょう。それだ

と、何これは、という感じになってしまう。そこ

がネックになって、日本版 NCAA の議論の中に、

それが加味されていかないということでは。それ

が一番の理由ということ？ 

川部：収益を目指していないからです。

坂上：収益ね。

川部：当初は、大学のスポーツでお金をもうけて

いく方法を考えましょうという議論に NCAA が

出ていたので、イギリスでは大学同士のスポーツ

交流を第三者が担う統括組織として BUCS とい

うものもあるよ、という話はできたと思っていた

ので。でも、そもそも BUCS は収益は目指して

いない、根本的に違うじゃん、となって、話が終

わった感じです。

鈴木：（収益を目指してないから参考にならない、

というのは）おかしいです。だって、アメリカは

そもそも大学がスポーツを収益事業としてやって

いるから、成り立っているわけでしょう。今、日

本の大学でスポーツが収益事業になっているとこ

ろはないでしょう。六大学野球はなっているのか

な？ 日本では、できることをやりましょうとい

うイギリスのような発想に、どうしてならないん

でしょうか。

坂上：地道に、地に足がついた道のほうがやれる

と思うけれども。

鈴木：できないからやめようという判断も、でき

なきゃいけない。日本では NCAA はできないと

いう判断をするつもりは、全くないということで

すか。

川部：分かんないです、誰かにあったかもしれな

いですけれども。

坂上：具体的には、テレビの放映権料とか、スポ

ンサーとか、ああいうものをいかに獲得するかと

いう、そのモデルが欲しかったということですよ

ね。

中村：NCAA はそうだと思います。

川部：当時ということですよね。企画としてどう

いう案があるかというのと、全体の統括の仕組み

として、どういうふうにしていくか、というよう

26



なことが話し合われていたというふうに理解して

いますけれども。

中村：そういう意味では、日本のほうが、イギリ

スよりはできるかもしれないですよね。

鈴木：一応、興業しているから。

川部：それぞれに違いがありますし、足並みそろ

えて何かをやりましょう、他でこういうふうに

やっているからこれでいきましょうとは、絶対に

できないものなのだと思うんです。

坂上：種目間の差が大きいということ？

川部：例えば、筑波のような大学がある一方で、

スポーツのリソース的にそこまでないという大学

もあるでしょうし、それも含めて、全体に響くお

金のできる何かをつくらなきゃという出だしが

あったときに、どこまでこれが参考になるのか。

そもそもお金にならないんですけれども、こうい

う組織もありますという話ではあったんです。一

度これを文章化して、本の一節にしていただいて

いるものがあって、東洋大の先生が、それをご覧

になっていて、たまたま東洋でプレゼンする機会

があったときに、あれの話は、他にどこかでまと

まっていないのですかという話を頂いて、今に至

るので。

鈴木：面白い事例なので、もっと知ってもらいた

いですよね。

川田幸生：途中で、パラ系の競技が幾つかあると

いうことで、陸上とか水泳とか、車いすバスケ、

テニスということを挙げてくださったんですけれ

ども、この 4 つは、割と障害のある人もない人

も一緒に施設や設備がしっかりしていれば、一緒

にできる側面もあるスポーツのような気がしまし

た。BUCS の中で、競技としては分かれている

けれども、実態としては、障害のある人もない人

も一緒に活動しているというような形になるの

か、やっぱり別々のものとして行われているのか

という点を、少し伺いたいと思います。

川部：競技の中では同じ扱いです。点数の配分は

競技によっていろいろありますけれども、車いす

ラグビーでどこが勝ったら何ポイント、それも含

めて総合ランキングが最終的に出るという意味で

は、同列に扱われています。

川田：それをやっている人たちは、障害がある当

事者か、そうじゃなくても参加できる、常にイン

クルーシブにやられているものか、障害当事者し

か登録できないのか、という点はどうですか。

川部：具体の事例が分かるのは 1 つだけで、車

いすバスケは、障害の有無にかかわらず、参加は

できました。ちょっと、他の競技は分からないで

す。水泳は多分そういう対応はできないような気

がするんですけれども、陸上は、ひょっとしたら、

車いすで走ってみたいという子がいたのかもしれ

ませんし、車いすバスケは、一緒にやりましょう

というイベントごとに、よく使われやすいものな

ので、一緒にやりたいという子がいて、それが実

際にできるようになった、という話は聞いたこと

があります。

坂上：ということでよろしいでしょうか。どうも

ありがとうございました。

 ［2019 年 10 月 29 日　一橋大学佐野書院］
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